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実験

高分子材料の性能や成形加工において、結晶性と結晶加速度の制御は重要な課題であり、一般には、高分子
の一次構造制御や結晶核剤の添加等により結晶化速度の制御が行われている。本研究では、線状高分子に環
状および星型といった特殊な構造を有する高分子を添加することにより、融体における絡み合い状態が変化
し結晶化速度の制御が可能であることが明らかとなった。SAXSでは、結晶ラメラ構造の評価を行った。

SAXSにより求めた長周期のブレンド組成依存性
低分子量を添加した場合は、添加分子は
結晶ラメラ間へと排除されるが、高分子
量物を添加した場合は、線状PEGと共に
結晶化する。

各種トポロジカル分子を添加したときの球晶成長速度の温度依存性
環状低分子量物（R-PEG260）および線状PEG（L-PEG2000）、星型PEG（S-
PEG12000）添加時

球晶成長速度変化せず。
環状高分子量物（ R-PEG1400、R-PEG2000、R-PEG4000）添加時

球晶成長速度は著しく低下。
成長速度低下の度合いは、環サイズに強く依存。

L-PEG2000添加時にのみ、成長速度は著し
く低下。
特にΔTが小さい時（結晶化温度が高い時）
にその傾向が顕著。
結晶化速度が遅い時に、環状分子添加
効果が現れる。

球晶成長速度のアレニウス型プロット PEGのG’、G”の周波数依存性

高温側（低結晶化速度領域）での球晶
成長速度の変化は、PEGの最長緩和時
間と関連か。

トポロジカル分子添加により、球晶発生速
度（〜核形成速度）増加。
分子末端の欠乏による分子運動性の低下に
よると考えられる。
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